
も
の
（
入
札
対
象
区
分
等
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。）」
と
あ
る
の
は
「
以
上
の
も
の
」
と
、
同
項
第
二
号
中

「
第
十
六
項
第
二
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
変
更
の
認
定
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
六
項
第
二
号
イ
か
ら
ニ
ま

で
に
掲
げ
る
変
更
の
認
定
及
び
当
該
設
備
の
運
転
開
始
予
定
日
の
変
更
の
認
定
」
と
、第
二
十
二
項
本
文
中「
令

和
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
と
、「
以
上
の
も
の
（
入
札
対

象
区
分
等
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。）」
と
あ
る
の
は
「
以
上
の
も
の
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
第
十
七
項
第

二
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
変
更
の
認
定
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
七
項
第
二
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
変

更
の
認
定
及
び
当
該
設
備
の
運
転
開
始
予
定
日
の
変
更
の
認
定
」
と
す
る
。

も
の
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
第
十
六
項
第
二
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
変
更
の
認
定
」
と
あ
る
の
は
「
第

十
六
項
第
二
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
変
更
の
認
定
及
び
当
該
設
備
の
運
転
開
始
予
定
日
の
変
更
の
認
定
」

と
、
第
二
十
二
項
本
文
中
「
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
と
あ
る
の
は「
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」

と
、「
以
上
の
も
の
（
入
札
対
象
区
分
等
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。）」
と
あ
る
の
は
「
以
上
の
も
の
」
と
、
同

項
第
二
号
中
「
第
十
七
項
第
二
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
変
更
の
認
定
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
七
項
第
二
号

イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
変
更
の
認
定
及
び
当
該
設
備
の
運
転
開
始
予
定
日
の
変
更
の
認
定
」
と
す
る
。
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系
統
連
系
工
事
着
工
申
込
み
の
受
領
の
日
が
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間

に
属
す
る
場
合
に
お
け
る
太
陽
光
発
電
設
備
（
第
二
十
四
項
、
第
二
十
五
項
、
第
二
十
七
項
、
第
二
十
八
項
、

第
三
十
項
か
ら
第
三
十
三
項
ま
で
、
第
三
十
五
項
及
び
第
三
十
六
項
に
掲
げ
る
も
の
（
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も

の
を
除
く
。）を
除
く
。）に
つ
い
て
は
、
第
一
項
か
ら
第
五
項
ま
で
、
第
七
項
、
第
八
項
、
第
十
項
、第
十
二
項
、

第
十
四
項
、
第
十
六
項
、
第
十
七
項
、
第
十
九
項
か
ら
第
二
十
二
項
ま
で
及
び
第
三
十
七
項
か
ら
前
項
ま
で
の

規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
設
備
に
係
る
系
統
連
系
工
事
着
工
申
込
み
の
受
領
を
法
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
当
該
設
備
の
運
転
開
始
予
定
日
の
変
更
の
認
定
と
み
な
し
て
、
第
二
十
五
項
（
当
該
設
備
を
用
い
て
発
電

し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
を
市
場
取
引
等
に
よ
り
供
給
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
第
二
十
四
項
）
の
規

定
を
適
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
十
四
項
本
文
中
「
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
と
あ
る
の

は
「
令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
と
、「
以
上
の
も
の
（
入
札
対
象
区
分
等
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。）」

と
あ
る
の
は
「
以
上
の
も
の
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
第
十
六
項
第
二
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
変
更
の
認

定
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
六
項
第
二
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
変
更
の
認
定
及
び
当
該
設
備
の
運
転
開
始
予

定
日
の
変
更
の
認
定
」
と
、
第
二
十
五
項
本
文
中
「
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
令
和
九

年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
と
、「
以
上
の
も
の
（
入
札
対
象
区
分
等
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。）」
と
あ
る
の
は

「
以
上
の
も
の
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
第
十
七
項
第
二
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
変
更
の
認
定
」
と
あ
る

の
は
「
第
十
七
項
第
二
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
変
更
の
認
定
及
び
当
該
設
備
の
運
転
開
始
予
定
日
の
変
更

の
認
定
」
と
す
る
。

（
新
設
）

一

令
和
六
年
四
月
一
日
以
降
に
法
第
十
条
第
一
項
の
変
更
の
認
定
（
第
十
六
項
第
二
号
ニ
に
掲
げ
る
変
更
の

認
定
に
限
る
。）に
よ
り
第
二
十
四
項
、
第
二
十
七
項
、
第
三
十
項
、
第
三
十
二
項
及
び
第
三
十
五
項
の
適
用

を
受
け
て
い
る
も
の

二

令
和
六
年
四
月
一
日
以
降
に
法
第
十
条
第
一
項
の
変
更
の
認
定
（
太
陽
電
池
の
合
計
出
力
を
増
加
さ
せ
る

変
更
で
あ
っ
て
当
該
増
加
が
三
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
で
あ
る
も
の
若
し
く
は
当
該
合
計
出
力
を
三
パ
ー
セ
ン
ト

以
上
増
加
さ
せ
る
も
の（
当
該
設
備
の
出
力
を
増
加
さ
せ
る
場
合
を
除
く
。）に
限
る
。）に
よ
り
第
二
十
四
項
、

第
二
十
五
項
、
第
二
十
七
項
、
第
二
十
八
項
、
第
三
十
項
か
ら
第
三
十
三
項
ま
で
、
第
三
十
五
項
及
び
第
三

十
六
項
の
適
用
を
受
け
て
い
る
も
の

三

令
和
八
年
四
月
一
日
以
降
に
法
第
十
条
第
一
項
の
変
更
の
認
定
に
よ
り
第
三
十
二
項
及
び
第
三
十
三
項
の

適
用
を
受
け
て
い
る
も
の
（
出
力
が
五
十
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
の
も
の
に
限
り
、
屋
根
設
置
太
陽
光
発
電
設
備

を
除
く
。）

四

令
和
八
年
四
月
一
日
以
降
に
法
第
十
条
第
一
項
の
変
更
の
認
定
に
よ
り
第
三
十
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受

け
て
い
る
も
の
（
出
力
が
十
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
五
十
キ
ロ
ワ
ッ
ト
未
満
の
も
の
に
限
り
、
屋
根
設
置
太
陽
光

発
電
設
備
を
除
く
。）（
新
法
第
九
条
第
三
項
の
認
定
又
は
法
第
九
条
第
四
項
の
認
定
の
日
が
令
和
二
年
三
月

三
十
一
日
以
前
で
あ
っ
て
、
当
該
設
備
に
係
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
事
業
計
画
が
施
行
規
則
第
五
条

第
一
項
第
九
号
の
二
及
び
第
二
項
第
五
号
の
二
に
規
定
す
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
に
限
る
。）
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